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STENT deformationが疑われた一例-実験の検討も含めて- 

 

症例 70歳代男性右冠動脈 #4の狭心症に対してstent留置(EES)を施行。分岐部側枝に対して拡張を行い、stent留置後IVUS

で確認しようとしたがIVUSが通過しなかったが、無理をせず手技終了とした。造影上stent deformationが疑われた。そのた

め我々は模擬分岐部血管（シリコン内腔3mm）を用いてdeformationに関して実験を行った。【使用機器】OCTはLightLab Imaging

社製 M2【方法】1)模擬分岐部血管を前述の右冠動脈分岐部に近い 30°で作成し、3.0mmのPromus elementをnominal圧で留

置。2.5mmのballoonで側枝を拡張し、OCTで確認。2)新たな模擬分岐部血管を用い、kissing technique（KBT）を施行しOCT

で確認。同様の模擬血管の分岐角度60°についても検討した。【結果】1)stentは側枝側に偏位し、枝と反対側のstrutは圧着

不良を認め、stent deformationを確認した。2)KBT後OCTで確認したところstent deformationは認めなかった。分岐角度60°

は30°に比べてdeformationが小さかった。【まとめ】stent留置の際、側枝部分のみの拡張ではstent deformationを認める

ため、kissing balloon techniqueが有用である可能性が示唆された。側枝の分岐角度が小さいほど本幹のstent deformation

が大きかった。 
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